
１．３．３ 専門家派遣 
実証事業の実施にあたって実施者または担当者は、コスト縮減や普及といった課題の解決

に取り組むために必要な関係者が集まる場を設け、技術的内容について専門家の意見を聴く

場合に限り、専門家（以下「専門家委員」という。）の指導を住木センターに要望することが

できるものとした。なお、本年度の派遣実績としては 4件であった。 

 

１．３．４ 各実証事業の講評とまとめ 
本年度実施した 11件について、検討委員会で講評を行った。委員から出された意見等を以

下に記す。 

 

（１）(株)Hug-Me／ライフデザイン・カバヤ(株) 

・昨年の法改正をうけ、耐力壁の量が低減され、4.5％のコストダウンが見込めたとありま

したが、決して低い数字ではないと感じた。 

・合わせて接合部の量も減らすことができ、コストダウンに繋がったと報告があった。ま

た、水平構面の確保に実施者は苦労されていたようで、24mm 厚の合板で固められていた。

実際に建物の中に入ってみましたが、意外と壁が少なかったことを記憶している。 

 

（２）(個人)／(株)バスクデザイン 

・今年は設計での提案で来年建築予定の実証事業になりますが、鉄骨だけで建てられる中、

CLT 壁を取り入れ、ダンパー的な役割を果たしつつ剛性を高める設計手法は普及されてい

くものだと感じた。建築主もこの事業に積極的に参加されていたので、事業遂行に向け頑

張っていただきたい。 

 
（３）(株)鈴工／studioKOIVU一級建築士事務所 

・設計のコンセプトは、大きな開口部を確保しつつコストを抑えるため、一方向に大板の

CLT を使用し、直行方向には鉄骨を採用するというものであった。 

・耐久性に関して、大板 CLT が屋外で雨ざらしになることを避けるべきだと実施者に説明

した。 

・混合構造の場合、異なる材料が使用されることで施工精度の問題が発生する可能性があ

る。そのため、BIM、CAD、CAMを連動させることでこの問題を解決できると思う。 

・片持ち部分については、風圧力に対する問題がないか検討する必要がある。これについ

ても実施者に説明した。 

 
（４）(株)三東工業社 

・V 字の CLT 梁が水平力に対してどのように抵抗するのか構造設計者は非常に興味がある

と思うので、データは広く共有いただきたい。 

・斜めの壁になりますが、将来的には耐力壁として機能することを想定されているが、も

し、風、地震でねじれた時どうなるのか気になる。 



・引張材がワイヤー1 本で計画されていて、このワイヤーが錆びたりしたらどうなるのか

懸念が残っている。 

 
（５）(株)采建築社／SAI GROUP HOLDINGS(株) 

・オール木質化するため、１階と２階の間の鉄骨はなくそうと試みたが、構造的に難しく

金物を使用することになった と実施者は話していたが、モデルハウスを拝見したところ

金物を見せない工夫やデッドスペースの活用法などデザイン能力の高さが伺えた。今後こ

の工法をどのように事業展開していくのか最大の課題だと思う。 

 

（６）(個人)／大谷一翔建築設計事務所 

・外壁仕上げにパーライトモルタル塗りを採用しているがパーライトの比率を高めた影響

が生じないか たとえば軽量の為に厚塗りができモルタルの強度やひび割れ防止に貢献

していると思われるが 逆に雨水の透水性や保水性が高まることによる問題が生じない

か経過観察をお願いしたい。 
 

（７）(株)篠原商店／(株)木建ハウス 

本建物は CLT 現し仕上げの木質空間を採用し、500 ㎡の平屋と 1,000 ㎡の二階建てから

成る。CLT パネルを組み立てて T 型の梁を形成し、持ち送りで架設する方式を採用。有効

スパンは 14.4m、外々スパンは 21.6m。T型梁は興味深い試みだが、特に直行方向の強度確

保が課題として残る。直行方向の安定性向上のための追加対策について、より詳細な検討

が必要。 

 
（８）(株)ホンダカーズ東総／(株)ハヤシ工務店 

協議会運営者の熱意によって、オーナーの理解を得ることができた点が印象的。コスト

比較データは、他の事例においても有用な参考資料となるため、詳細な分析を進めていた

だきたい。 

 

（９）(株)一也百／(有)渡邉工舎 

歴史ある木造建築の良さが評価され、RC 造の劣化が問題視されたことで、CLT 導入の説

得力が増した。プロジェクトマネージャーの存在が成功の鍵となった事例であり、今後もこ

うした専門家の役割に注目したい。 

 

（10）(株)INATETSU／(株)studioKOIVU一級建築士事務所 

鉄骨会社が木造技術を取り入れた興味深い取り組み。CLT 耐力壁の適用方法や施工合理

化の点で、大きな可能性を感じる。今後、実際の建設段階での課題抽出が求められる。 

 

（11）銘建工業(株)／(株)PERSIMMON HILLS architects 

CLT と集成材を組み合わせたトラス構造は、施工の合理化という観点では非常に興味深



いが、高負荷時の耐久性についてさらなる評価が必要である。 

 
１．４ 成果の普及 
１．４．１ 成果報告会 

実施事業の成果は下記の成果報告会において報告した。本年度は提案事業が多いことから、

2日間の開催とした。成果報告会では、「CLT建築物事例集2023」、「CLT建築物事例集2024」

を配布するとともに、学識関係者と本年度の実施者を交えたパネルディスカッションを開催

し、本事業の成果の普及に努めた。開催概要は（１）（２）の通り。 

 

（１）令和５年度 成果報告会タイトル：－地域から拡がる、CLT 建築を目指して－ 

開催日 ：令和 6年 3月 4日（月） 13:00～16:30 

令和 6年 3月 5日（火） 13:00～16:30 

会  場：東京大学弥生講堂 一条ホール（東京都文京区弥生 1-1-1） 

報告形式：会場参加＋WEB を用いたオンライン報告会 

定  員：51名（対面）+464名（WEB） 

    

（２）令和６年度 成果報告会タイトル：－CLTの標準化から見える都市(まち)の木造化－ 

開催日 ：令和 7年 3月 4日（火） 13:00～16:30 

令和 7年 3月 5日（水） 13:00～16:30 

会  場：木材会館 (東京都江東区新木場 1-18-8) 

報告形式：会場参加＋WEB を用いたオンライン報告会 

定  員：129名（対面）+297名（WEB） 

CLT（直交集成板 ）は木造建築の可能性を広げるものとして 期待されています。令和3年3月には国から「CLT の
普及に向けた新ロードマップ」として、令和7年度までの 5年間のCLT普及方針が示され、CLTの一層の需要拡大の
取組が展開されています。こうした中、研究機関や民間事業者においては国等の支援策も活用しながら様々な取り組み
が進められ、CLTを活用した建築物は令和5年度に1 , 000 件を超える見通しです。
当センターでは 平成26 年度から林野庁補助事業「CLTを活用した建築物等実証事業」において、CLTの実用化に向

けた取り組みを行っており、本成果報告会では、令和5年度における実証事業の成果を広く報告することにより、
CLTの一層の普及推進を図ります。

日 時

令
和 6 3 4年 月 日

令
和 6 2 2年 月 日 金

令
和 6 3 5年 月 日

13:00~16:30

13:00~16:30

月

火

会 場

100名 1,000名
定 員

参加費

会場開催 12:30開場（両日共 ）

会場

報告会
WEB

報告会

報告会
WEB

会場

報告会

お申し込み 受付開始
以下のURL、QRコードからお申込みください。

より https://forms.gle/poFCywjAdVQ3pQXi9

東京大学弥生講堂一条ホール
東京都文京区弥生1-1-1 東京大学農学部内

会場

報告会 開催当日、受付で配布いたします。 報告会
WEB 開催日の前日までに、説明資料をメールにて

お送りいたします 。
説明資料

※WEB 報告会はインターネットを快適に視聴できるPC 環境でご視聴いただけます。
（参加申込後受付後「視聴URL 」「ID・パスワード」をお送りします）

※会場・WEB 報告会共に、先着順、定員に達し次第締め切らせていただきます。

公益財団法 人 日本住宅・ 木材技術 センター講演会 合同開催

林野庁補助事業CLT を活用した建築物等実証事 業(令和5 年度 )成果報告会

- 地域から拡がる、CLT建築を目指して-

弥生講堂
一条 ホール

共に無料

プログラム

開会 主催者・来賓挨拶■13 ：00

①山の手の集合住宅新築工事 の設計・建築実証 ■株式会社細井建設 /有限会社阪根宏彦計画設計事務所

②株式会社 ゆうき 新社屋新築工事 の建築、性能実証 ■株式会社 ゆうき/株式会社 UENOA architects 一級建築士事務所

③御徒町狭小 CLTハイブリッドビルの 設計実証 ■（個人）/株式会社バスクデザイン

④八幡市CLT倉庫建築 プロジェクト ■株式会社吉秀トラフィック/ライフデザイン・カバヤ 株式会社

⑤はぐみの 杜デンタルクリニック 新築 project ■株式会社 Hug -Me /ライフデザイン・カバヤ株式会社

⑥平塚つくし 幼稚園増築 project ■学校法人尾崎学園 つくし幼稚園/ライフデザイン・カバヤ 株式会社

⑦オール木質化CCUによるCLT建築 の普及拡大事業 ■株式会社采建築社 /SAI GROUP HOLDINGS 株式会社

⑧響建設鴨部倉庫新築工事 の建築実証 ■株式会社響建設

■13 ：10

成果報告

休憩（ 10 分 ）■14 ：30

⑨(仮)朝倉集合住宅新築工事 の建築実証 ■（個人）/株式会社響建設

⑩(仮)秦南町集合住宅新築工事 の建築実証 ■合同会社 TKG /株式会社響建設

⑪大規模な建築物を想定した大量生産、大量輸送に対するCLTパネル 生産 の低コスト 化等実証事業 ■銘建工業株式会社

⑫瑞穂建設社屋新築計画 の設計実証 ■瑞穂建設株式会社/ライフデザイン・カバヤ株式会社

⑬(仮称)大宮区大門町テナントビル5階建 てプロジェクト 新築工事 の設計実証 ■ 有限会社ポルト企画/ライフデザイン・カバヤ株式会社

⑭セイエル 尾道営業所新築工事 の設計実証 ■株式会社 セイエル /株式会社大本組 東京本社一級建築士事務所

⑮京都信用保証協会中丹支所整備事業 の建築実証 ■京都信用保証協会 /株式会社片岡英和建築研究室

■14 ：40

成果報告

閉会■16 ：30

開会■13 ：00

①CLTによる大スパン屋根をもつ歯科クリニック新築工事の建物・設計・部材の性能実証 ■医療法人令和会森歯科/studio KOIVU一級建築士事務所

②BIM+CAD+CAM連動による大版CLTパネルを活用した木造オフィスの・設計・部材の性能実証 ■株式会社鈴工/studio KOIVU一級建築士事務所

③株式会社篠原商店新社屋新築工事 の性能実証 ■株式会社篠原商店 /株式会社木建 ハウス キダテ 設計事務所

④CLTによる 大スパン 架構モデル 実現に向けた設計実証 ■株式会社三東工業社

⑤小規模建築物 で規格製造寸法 のCLTを活用 したコスト 削減 と施工工程簡略化 の実証 ■（個人）/大谷一翔建築設計事務所

⑥CLTパネルによる構造の簡略化と熊本でのCLT商流 ルートの 設計 ・建築実証 ■ 株式会社 マスナガ /株式会社 リズムデザイン

⑦WFP本社工場新築工事 の建築実証 ■株式会社 ウエストフードプランニング /島田治男建築設計事務所

⑧川之江港湾運送事務所新築工事 の建築実証 ■川之江港湾運送株式会社 /島田治男建築設計事務所

⑨株式会社 ニヘイ 札幌配送 センター 増改築工事 の建築実証 ■株式会社 ニヘイ /一級建築士事務所 建築計画工房

■13 ：10

成果報告

休憩（ 10 分 ）■14 ：40

パネルディスカッション （ 90 分 ） - 地域から拡がる、CLT建築を目指して -

■ コーディネーター 河合直人 ■工学院大学建築学部建築学科 教授

■ パネリス ト 青木謙治 ■東京大学大学院 農学生命科学研究科 准教授
石川敦子 ■国立研究開発法人 森林研究 ・整備機構 森林総合研究所 木材研究部門 木材改質研究領域 領域長河合

誠 ■一般社団法人日本 CLT 協会 顧問

■ 実施者 パネリスト 4 名（予定）

■14 ：50

閉会■16 ：30

令和6年3月4日（月 ）13:00 ～ 16:30

令和6年3月5日（火 ）13:00 ～ 16:30

※敬称略

※敬称略

お問合わせ：CLTを活用した建築物等実証事業成果報告会事務局（株式会社ラン・プロデュース内）

mail clt@run-produce.jp

令
和 6 2 2年 月 日 金お申し込み 受付開始

以下のURL、QRコードからお申込みください。
より https://forms.gle/poFCywjAdVQ3pQXi9



       

 

 

１．４．２ 展示会への出展 
 これまでの実証事業の成果や、CLT を用いた建築物等の普及のため、展示会へ出展し、「CLT
建築事例集」や「CLT 活用建築物等実証事業パンフレット」等を来場された方に配布し、普

及に努めた。出展した展示会は以下のとおり。 
 

展示会タイトル：建材ＥＸＰＯ（東京） 

開催日：令和５年 12月 13日（水）～12月 15日（金） 

会場：東京ビッグサイト（東京都江東区有明 3-11-1） 

 

 
  

令
火

定員

会場開催 12:30開場（両日共）

会場
報告会 100 名 1,000 名

WEB
報告会

会場
報告会 報告会 共に 無料WEB

木材会館 7F大ホール
東京都江東区新木場 1-18-8 7階

会場
報告会 開催当日、受付で配布いたします。 WEB

報告会

※WEB 報告会はインターネットを 快適に視聴できるPC 環境でご視聴いただけます。
（参加申込受付後「視聴URL ｣をお送りします）
※会場・WEB 報告会共に、先着順、定員に達し次第締め切らせていただきます。

日 時
7 3 4和 年 月 日 13:00 ～16:30

会日場時

参加費

説明資料 Web上でダウンロード配布いたします。

和７ 2 ４令
年 月 日受付開始

以下のURL、QRコードからお申込みください。
火 より https://forms.gle/CMqojuK3W3Fgw5Sq9

令
和 年 月 日 水7 3 5 13:00 ～16:30

CLT（直交集成板）は木造建築の可能性を広げるものとして期待されています。令和 3 年 3 月には国から「CLT の普及に
向けた新ロードマップ」として、令和 7 年度までの 5 年間の CLT 普及方針が示され、CLT の一層の需要拡大の取組が展開
されています。こうした中、研究機関や民間事業者においては国等の支援策も活用しながら様々な取り組みが進められ、
CLT を活用した建築物は令和 6 年度に 1,300 件を超える見通しです。
当センターでは平成 26 年度から林野庁補助事業「CLT を活用した建築物等実証事業」において、CLT の実用化に向けた

取り組みを行っており、本成果報告会では、令和 6 年度における実証事業の成果を広く報告することにより、CLT の一層の普
及推進を図ります。

令和６年度
林野庁補助事業）成果報告会CLTを活用した建築物等実証事業（

公益財団法人 日本住宅・木材技術センター講演会 合同開催

ー CLTの標準化から見える都市（まち）の木造化ー



１．４．３ 成果報告の構成について 
次項より、各実施者において作成した成果報告を掲載する。成果報告は表 1.4.2 の構成から

成る。 
 
表 1.4.1 成果報告の構成 
項目 内 容 様 式 
１ 建築物の仕様一覧 建築物の概要、CLT 等の仕様、仕

上、構造、防耐火、施工、工程、体

制について記載。 

指定様式 1 ページ（表

1.4.2） 

２ 実証事業の概要 事業で取り組んだ建築物の概要、

実施体制、実証方法、成果等を簡潔

にまとめたもの。 

指定様式 4 ページ（成

果報告会配布資料と

同じ） 
３ 成果物 試験結果、設計図面、設計手引き、

施工レポート 等、それぞれの事

業で取り組むこととしたものの具

体例。 

任意様式 

 
  



表 1.4.2 

 

１階

２階

３階

寸法

ラミナ構成

強度区分

樹種

寸法

ラミナ構成

強度区分

樹種

寸法

ラミナ構成

強度区分

樹種

屋根

外壁

開口部

界壁

間仕切り壁

床

天井

屋根（又は天井）

外壁

床

ＣＬＴ躯体施工期間

ラミナ供給者

工
程

設計期間

施工期間

竣工（予定）年月日

体
制

発注者

設計者（複数の場合はそれぞれ役割を記載）

構造設計者

施工者

ＣＬＴ供給者

温
熱

建築物省エネ法の該当有無

温熱環境確保に関する課題と解決策

主な断熱仕様
（断熱材の種
類・厚さ）

施
工

遮音性確保に関する課題と解決策

建て方における課題と解決策

給排水・電気配線設置上の工夫

劣化対策

構
造

構造計算ルート

接合方法

最大スパン

問題点・課題とその解決策

防
耐
火

防火上の地域区分

耐火建築物等の要件

本建築物の防耐火仕様

問題点・課題とその解決策

屋根パネル

木
材

主な使用部位（CLT以外の構造材）

木材使用量（㎥）※構造材、羽柄材、下地材、
仕上材等とし、CLT以外とする

仕
上

主な外部仕上

主な内部仕上

軒高（ｍ）

敷地面積（㎡）

建築面積（㎡）

延べ面積（㎡）

階別面積

Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
仕
様

ＣＬＴ採用部位

ＣＬＴ使用量（㎥）

壁パネル

床パネル

事業名

実施者（担当者）

建
築
物
の
概
要

用途

建設地

構造・工法

階数

高さ（ｍ）



１．４．４ ＣＬＴ実証事業の事例に関するコスト分析報告 
（１）背景、目的 

CLT 建築物の普及促進を図るため、本実証事業において設計、建築の実証等を行うととも

に、建築実証において RC造等の他工法と工事費、工期等を比較し、CLTの利点や課題等の

取りまとめを行っている。 

一方、令和４年９月に改定された CLT の新ロードマップにおいて、コスト面の優位性を

高めるため、まとまった需要の確保や効率的な量産体制の構築を図るとともに、建築コス

ト関連の情報提供として、S造や RC造等とのコスト比較等に関する情報の提供を進めるこ

ととされている。 

このため、本実証事業におけるコスト分析結果をもとに、CLT建築物のコスト面の優位性

がある事例を抽出し、その要因を分析するとともに、今後のコスト優位性増大の方向性等

を明らかにし、公表資料を作成し CLTを用いた建築物の普及に繋げることを目的とした。 

 
（２）検討内容 

以下、１）～５）のとおり。 
１）CLT建築物実証事業の実施者データの整理 

令和３年当初予算、令和３年度補正予算及び令和４年度当初予算 CLT 建築物実証事業

の実施者から提出された CLT 建築物の建築実証におけるコストと同種同規模の RC 造建

築物に係る数量積算ベースのコストの比較データの整理 

２）CLT建築物実証事業のコスト面の優位性がある事例の抽出、要因分析 

（１）のデータ整理をもとに、コスト面の優位性がある事例（汎用性のある CLT や接

合金物の仕様等に変更することにより優位性の増大が見込まれる事例を含む）を抽出し、

その要因について分析、類型化を行った。 

３）コスト面の優位性のある事例の比較設計 

（２）のコスト面の優位性がある事例について、CLT 建築物実証事業の実施者の協力を

得て、RC造建築物等との比較設計を行った。今年度の比較設計として、RC造建築物１事

業、S造建築物１事業の合計２事業について行った。比較設計図面は 

４）今後のコスト優位性増大の方向性の検討 

（１）の検討結果をもとに、コスト削減の余地が大きな費目についてコスト削減の方

向性について検討するほか、（２）及び（３）の検討結果をもとに、コスト優位性をさら

に増大させるための方向性について検討を行う。 

５）公表資料のとりまとめ 

 
（３）コスト分析報告書 

 ３．１にコスト分析に関する報告書を掲載する。また、３．２に（２）３）で行った比

較設計図面を掲載する。 
  



１．４．５ ＣＬＴ活用建築物等実証事業 10年間の変遷の整理と今後の課題 
（１）背景、目的 

CLT 建築物の普及促進を図るため、CLT 活用建築物等実証事業において設計、建築の実証

等を行うとともに、建築実証において RC 造等の他工法と工事費、工期等を比較し、CLT の

利点や課題等の取りまとめを行っている。令和５年度で 10 年間の節目を迎え、累計で 140

を超える実証事業が行われてきた。この 10 年間で CLT 関連告示等の制定や改正が行われ、

また建築基準法の防耐火規制の合理化等が行われたことにより、本実証事業の課題提案が変

遷してきている。 

このため、CLT 活用建築物等実証事業における 10 年間の変遷を分析し取りまとめること

により、CLTを用いた建築物の先駆性や普及性の方向性等を明らかにし、公表資料を作成し

CLT を用いた建築物の更なる普及に繋げることを目的とした。 

 

（２）検討内容 

本実証事業の開始当初より、採択された事業についてデータ整理を行った。 

 

（３）分析報告書 

住木センター発行の「CLT を活用した建築物等実証事業の成果－10 年間の実績と今後

の課題－」（令和 7年 3月）に掲載する。 

  



２． 成果報告 
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